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▲ ウィーン会議(1814~15)
各国の利害衝突で紛糾、舞踏会が盛んに
行われ、「会議は踊る、されど進まず」
と揶揄された。

▲ ナポレオンのエルバ島脱出
危機感を持った各国はウィーン会議
の妥結を急ぎ、戦勝４大国が欧州を
管理するウィーン議定書に調印した。

◀ 墺の外交官。フランツ１世の外相と
して、ナポレオンと交渉。ウィーン会議
議長として勢力均衡論を唱え、五大国の
一員として墺帝国の地位を保った。





解説動画
第二帝政～
第三共和政





解説動画

解説動画

問 19世紀の英仏における 
労働者の政治運動を比較 
し、以下の語句を用いて 
180字以内で説明しなさ 
い。 
国立作業場  チャーチスト 
ダービー  コミューン ダービー  コミューン 











（解答） 1 ブルシェンシャフト　2 関税　3 リスト　4 フランクフルト　5 小ドイツ　6 ビスマルク　7 鉄血　

8 シュレスヴィヒ・ホルシュタイン　9 普墺　10北ドイツ　11ハンガリー　12スペイン　13普仏　14アルザス・ロレーヌ　

15カルボナリ　16マッツィーニ　17ローマ　18サルデーニャ　19カヴール　20イタリア統一　21ロンバルディア　

22サヴォイア・ニース　23ガリバルディ　24シチリア　25ヴェネツィア　26トリエステ・南チロル　27教皇領







露土戦争後のベルリン会議に
ついて、以下の語句を用いて
120字以内で説明しなさい。
 ルーマニア　キプロス島
 フランス

クリミア戦争の原因と結果に
ついて、以下の語句を用いて
120字以内で説明しなさい。
  正教徒　ナポレオン３世
  セヴァストーポリ　中立化　

19世紀前半の東方問題の
展開について、以下の語句
を用いて120字以内で説明
しなさい。
 ナポレオン戦争　両海峡
インド-ルート





▲ ベルリン会議（1878）
主催者のビスマルク(A)は、英首相ディズレーリ(B)を懐柔する
ためキプロス島行政権を与え、ロシア外相ゴルチャコフ(C)に
ブルガリア保護権を放棄させた。フランスは招かれなかった。

カ ザ フ




